
１．研究の背景
牛乳パック以外のラミネート加工紙は、ほとんど産業廃棄物である。その原因は、ラミネート加工紙は紙に水への浸透が極端

に遅く、従来のパルパーでは、パルプ化処理が出来ないためである。その一方で、ラミネート材料の用途と生産量は増加の一途
にあり、再資源化の促進が課題である。

２．研究目的 

牛乳パック以外の再資源化可能なラミネート加工紙を見つけ出し産業廃棄物の減少を目的に事業化の可能性を探る。広島
県内において生産されるラミネート加工紙の種類と製造方法、それぞれの生産量、ならびに産業廃棄物としての排出様態と排出
量を調査し、牛乳パックに次いで再利用を推進するターゲットとすべきラミネート加工紙を産業廃棄物の排出量とパルパー技術
の両面の観点から評価する。本研究で得られる情報は、次年度以降に実施するパルパーを利用した再資源化試験に資する。

３．研究の成果

（１）広島県内のラミネート加工紙の取扱いのある6社のアンケート及びヒアリング結果から、牛乳パックに次いで再利用のターゲ
ットになる廃ラミネート加工紙は、製袋や箱（紙+PP）の損紙であり、広島県内の製造・中間加工業者から排出される廃ラミネ
ート紙の13.7％にあたることが確認された。

（２）年間廃棄量は、90ｔ/年以上が期待できることが確認された。

（３）ラミネート加工紙（紙+ＰＰ）は、古紙原料として再利用されており、広島県内でなく県外の製紙会社で再利用されていることが
確認された。また、技術的に再利用できることが確認された。

（４）再利用を行うためには、大量の水を必要とするため、大きな課題は水利権（取水権、排水権、用水代）であることが確認され
た（例：1tの廃ラミネートを再資源化するために必要な最低水量：199t）。

（５）廃ラミネート加工紙の再利用事業を行うにあたり、大量の水を必要とする工程を回避できる廃ラミネート加工紙の加工方法お
よび商品を検討できれば、事業化を図る可能性が確認された。

４．データなど
（１）広島県内のラミネート加工紙製造事業者・中間加工事業者（6社）の結果

 （２）広島県内の産業廃棄物処理事業者（8社）の結果 （３）ラミネート加工紙の再利用するための用途と課題
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